
11月 15日は「ほしば歯科医院」にとって特別
な日です。実は、当院の開院記念日なのです（と

言っても祝日にはなりませんが）。今年の 11月 15
日、開院から丸 19 年が経ちました。つまり、20
年目が始まったのです。 
長いようで短い 19 年間でしたが、この間診療
室は二度移転をしました。3 ヶ所ともご存知の方
もおられると思いますが、開院はジャスコ前の歩

道橋そばのビル（ボクシングジムがあるビル）、

そこから少し葛西橋に近づいたビルの 2 階（「牛
丼すき屋」のあるビル）、そして現在の診療所へ。

時代のニーズの変化とともに移転をしてきまし

た。ある時代は歯科医療の供給が不足しているた

め、とにかく大きな診療室で多くのスタッフとと

もに運営する時期もありました。また、今回のよ

うに高齢社会にも対応できるよう 1 階に移転し、
診療室の規模を縮小して「かかりつけ歯科医」の

機能を強化したのも時代の要請からです。 
ただ、一言で「移転」と言っても実はすごくつ

らいことでした。移転に伴う費用だけではなく、

「これで失敗したらどうしよう」という不安は常

に付きまといます。しかし、そのような不安は、

診療に来てくださる皆さんが吹き飛ばしてくれ

ました。本当に感謝しています。 
このような気持ちを忘れず、20年目もこれまで
と同様に頑張っていこうと考えています。これか

らもよろしくお願いいたします。 
 
 

自分の入れ歯 

 
私たちの診療室で最も重要にしていることは

「かかりつけ歯科医」」の機能です。先日、江戸

川区歯科医師会法人化 30 周年記
念として永六輔氏の講演会が行

われました。講演会のポスターは、

診療室にも張り出していたので

お聞きになった方もいると思い

ますが、千人を超える盛会となり

ました。その冒頭で永氏が話され

たのが「皆さん、かか

りつけの歯医者さんを

持ちましょう。」でした。

「ほしば歯科医院」と

しては本当に心強い言

葉でした。 
永氏は総入れ歯なの

だそうですが、これまで抜いた歯を全部歯医者さ

んが保管してくれており、それを使用して作った

入れ歯なのだそうです。たしかに、そこまでして

くれるのは「かかりつけ歯科医」以外の何者でも

ありませんね。 
それにしても、どのように作ったのでしょうか。

私たちとしても大変興味あります。一応、私たち

なりの想像で作り方をご紹介しましょう。 
おそらく永氏は、歯槽膿漏（しそうのうろう）

で歯がぐらぐらしてきたのでしょう。それを数本

単位で抜いていき、ついにはすべての歯を抜いた

のだと思います。さて、ここからが問題です。単

に「自分の歯を入れ歯に利用する」と言っても容

易なことではありません。と言うのも、入れ歯の

ピンク色の部分（入れ歯の土台になっているとこ

ろ）と自分の歯というのは基本的にくっつきませ

ん。一般的に使用されている入れ歯の歯は、プラ

スチックでできており、土台と化学的に結合する

ようになっています。 
今回のように自分の歯を利用するには、歯の

根っこの部分を切り取り、残った頭の部分の裏側

から穴を掘っていき、入れ歯の土台と物理的に

引っかかるようにしたものと考えられます（詳し

く知りたい人は聞いてください）。 
このような作業を全部で 28 本の歯にしたとす
ると本当に大変な作業です。残念ながら当院では

このような入れ歯を作ったことはありませんが、

「もしそのような入れ歯を望む方がいるのだっ

たら考えなくてはならないなぁ」、と思った講演

会でした。それこそ「自分の入れ歯」ですものね。

それよりも皆さん、入れ歯にならないように！ 
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セメントの話 

 
皆さんが虫歯の治療を受け、金属で歯を修復す

るような時、これをくっつけているのがセメント

です。と言っても工事現場で使用するような目の

粗い（あらい）ものではありません。歯科用セメ

ントというものがあるのです。今回はこのセメン

トについて説明していきましょう。 
セメントは日常の診療でも頻繁に使用されま

す。先ほど言ったような接着剤として使用する

ケースだけでなく、薬の成分の配合されているセ

メントを虫歯の深い部分に塗り、歯を保護するこ

ともありますし、虫歯の治療が終わって金属がで

きるまでの間、一時的に詰めておくセメントもあ

ります。 
多くのセメントは、液体と粉末でできており、使

用する直前に混ぜ合わせてトロミのある液状の状

態で使用します。これが硬くなり、十分な強度を持

つまで３～６分かかります。皆さんも経験あるので

はないでしょうか、「ぐっと綿を噛んでおいてくだ

さい」と言われたことが。ただし、完全に硬化し、

安定した状態になるまではやはり 20～30 分かかり
ますから、金属などを入れた後、すぐにお食事をす

るようなことはできれば避けた方がいいです（念の

ため）。 
また、セメントによっては面白い性質のものがあ

ります。水分があると硬化しないものが多いのです

が、仮詰めにするセメント（ピンク色のもの）の中

には水分を吸って硬化するタイプのものもありま

す。 
それぞれのセメントを用途に合わせて使用して

います。ご興味がありましたらいろいろ聞いてくだ

さいね。 
 
 

ＨＰ公開のお知らせ 

 
この度、当院でもホーム

ページを公開することにな

りました。当院の活動や理

念を幅広く公開することに

より、私たち自身の責任を

再確認し、まだ「ほしば歯

科医院」に来院されていな

い方へもアピールできれば

と思っています。 

内容は当院の理念で「かかりつけ医機能」の一

つでもある家族カルテ制や当院で使用している

殺菌水、さらにはノンクラスプデンチャーの紹介

等をしています。また、診療室の写真なども公開

予定ですのでぜひ見てみてください。もちろん

「ほしば歯科医院ニュースレター」も掲載予定で

す。診療が終わった方でも継続的に見ていただけ

ればと考えています。 

今回のホームページで一番こだわっているの

は更新することです。この種のホームページの中

には診療情報だけ公開し（診療時間や院長のプロ

フィールなど）、まったく更新しないものもある

のですが、これも新しい時代のコミュニケーショ

ンの場ですから、双方向のネットワークを構築で

きればと考えています。 

公開は 12 月上旬を予定しています。ぜひお立

ち寄りください。 

http://www.hoshiba.net 
 

 

ご意見はこちら 

 

ほしば歯科医院へのご意見、ご感想、その他何

でも受け付けております。どのような方法でも結

構ですからお気軽におっしゃってください。 

電話 03-3686-4657 

ﾌｧｯｸｽ 03-3877-7771（院長直通） 

e-mail info@hoshiba.net 

 
 

編集後記 

 
毎月ニュースレターを発行していると季節が早く移り変

わっているように感じます。先日「暑いですねぇ、今年の夏

は」と書いた気がするのですが、もう年末になってしまいま

した。 
本文にもありましたが今年は「ほしば歯科医院」

20周年です。スタッフとも「何か楽しい企画をしよ
うか」と言っているのですがどうでしょう。皆さん

とコミュニケートできるようなものを考えたいと

思っています。皆様からもご意見をくださいね。 
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